
2024.82024.8 2021

町
立
図
書
館
新
刊
案
内　
　
　
　

第
1
7
1
回
直
木
賞
受
賞
作

「
ツ
ミ
デ
ミ
ッ
ク
」

一
穂 

ミ
チ　
著

光
文
社

　
大
学
を
中
退
し
、
夜
の
街
で
客
引

き
の
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
優
斗
。
あ

る
日
、
中
学
時
代
に
死
ん
だ
は
ず
の

同
級
生
の
名
を
名
乗
る
女
が
現
れ

…
。「
違
う
羽
の
鳥
」「
憐
光
」な
ど
、

全
６
編
を
収
録
。

第
1
7
1
回
芥
川
賞
受
賞
作

「
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
四
十
九
日
」

朝
比
奈 

秋　
著

新
潮
社

　
周
り
か
ら
は
一
人
に
見
え
る
。
で

も
私
の
す
ぐ
隣
に
い
る
の
は
別
の

わ
た
し
。
不
思
議
な
こ
と
は
な
に
も

な
い
。
け
れ
ど
姉
妹
は
考
え
る
、
隣

の
あ
な
た
は
誰
な
の
か
、
そ
し
て
今

こ
れ
を
考
え
て
い
る
の
は
誰
な
の

か
―
―
三
島
賞
受
賞
作
『
植
物
少

女
』
の
衝
撃
再
び
。

第
1
7
1
回
芥
川
賞
受
賞
作

「
バ
リ
山
行
」

松
永
Ｋ
三
蔵　
著

講
談
社

　

会
社
の
付
き
合
い
を
極
力
避
け

て
き
た
波
多
は
同
僚
に
誘
わ
れ
る

ま
ま
六
甲
山
登
山
に
参
加
す
る
。
そ

の
後
も
親
睦
を
図
る
気
楽
な
活
動

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
波
多
だ
が
、

職
人
気
質
で
職
場
で
変
人
扱
い
さ

れ
孤
立
し
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
社
員

が
難
易
度
の
高
い
登
山
を
し
て
い

る
こ
と
を
知
る
と
…
…
。

【
そ
の
他
の
新
刊
】

▼
百
年
の
孤
独
／
G
・
ガ
ル
シ
ア
＝

マ
ル
ケ
ス　
▼
プ
ラ
チ
ナ
ハ
ー
ケ
ン

１
９
８
０
／
海
堂
尊　
▼
了
巷
説
百

物
語
／
京
極
夏
彦　
▼
六
月
の
ぶ
り

ぶ
り
ぎ
っ
ち
ょ
う
／
万
城
目
学　
▼

令
和
元
年
の
人
生
ゲ
ー
ム
／
麻
布
競

馬
場　
▼
兎
は
薄
氷
に
駆
け
る
／
貴

志
祐
介　

▼
定
命
／
瀬
戸
内
寂
聴　

▼
ゼ
ロ
打
ち
／
相
場
英
雄　
▼
転
が

る
珠
玉
の
よ
う
に
／
ブ
レ
イ
デ
ィ
み

か
こ　
▼
ア
イ
ラ
ッ
プ
で
簡
単
レ
シ

ピ
／
橋
本
加
名
子　
▼
今
こ
そ
行
き

た
い
大
人
の
社
会
科
見
学
1
0
0
選

–楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
大
人
も
大

興
奮
！

–　
▼
頭
痛
専
門
外
来
へ
行

こ
う
！

–年
間
3
万
人
を
診
る
専
門

医
が
や
さ
し
く
解
説

–／
金
中
直
輔　

▼
19
歳
ま
で
に
手
に
入
れ
る
7
つ
の

武
器
／
樺
沢
紫
苑　
▼
吉
田
類
の
愛

す
る
低
山
30
〈
2
合
目
〉

–N
H
K

に
っ
ぽ
ん
百
低
山

–／
吉
田
類　
▼

こ
ち
ら
、
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
動
物

健
康
管
理
室
。

–世
界
一
の
治
療
を

チ
ー
ム
で
目
指
す

–／
岩
貞
る
み

こ　
▼
は
じ
め
て
の
メ
ダ
カ

–メ
ダ

カ
の
第
一
人
者
・
青
木
先
生
が
て
い

ね
い
に
教
え
ま
す
！

–／
青
木
崇
浩　

▼
最
上
義
光
／
加
来
耕
三　

な
ど

町地域おこし協力隊と桃色ウサヒの「中の人」こと、佐藤恒平情報交流総合アドバイザーによる
連載コーナー。日々の活動や朝日町での暮らしを語ります。

　

大
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
員

の
頼
實
孝
明
で
す
。

　

今
年
は
朝
日
町
の
町
制
施
行
70

周
年
記
念
と
し
て
、「
大
谷
風
神
祭
」

と
「
大
谷
盆
踊
り
復
活
祭
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
8
月
31
日
の
風
神
祭
は
土
曜
日

の
た
め
、
多
く
の
来
訪
者
が
予
想

さ
れ
、
地
域
は
活
気
に
満
ち
溢
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
約
30

年
ぶ
り
に
復
活
す
る
大
谷
盆
踊
り

は
、
地
域
の
伝
統
文
化
を
体
験
で

き
る
場
と
な
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
私
は
盆
踊
り
実
行
委
員

会
の
事
務
方
と
し
て
地
域
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
と
、
風
神
祭
へ
の
弾
み
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

大谷地区まちづくり推進員　頼
よ り

 實
ざ ね

 孝
た か

 明
あ き

（東京都港区出身） 地域スポーツ・文化活動推進員　間
ま

 地
ち

 謙
け ん

 太
た

（神奈川県横浜市出身）

「大谷盆踊り」が復活します

　

６
月
に
教
育
文
化
課
に
着
任

し
た
間
地
謙
太
で
す
。
中
学
校
部

活
動
の
地
域
移
行
と
町
全
体
の
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
推
進
が
メ
イ

ン
の
仕
事
で
す
。

　

部
活
動
は
損
得
抜
き
で
純
粋
に

楽
し
い
青
春
時
代
の
宝
物
で
す
。

僕
自
身
も
中
学
３
年
、
高
校
４
年

（
笑
）
の
吹
奏
楽
部
は
そ
う
で
し
た
。

　

地
域
移
行
し
た
部
活
動
で
も
楽

し
く
過
ご
し
、「
こ
の
先
も
朝
日
町

で
暮
ら
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
気
持

ち
に
つ
な
が
れ
ば
素
敵
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
大
人
に
な
っ
て
か

ら
も
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
を

通
じ
て
純
粋
な
気
持
ち
を
持
ち
続

け
ら
れ
る
、
そ
ん
な
町
の
未
来
が

作
れ
る
よ
う
に
今
の
一
押
し
部
活
動

「
応
援
団
」
の
気
持
ち
で
頑
張
り
ま

す
。
フ
レ
ー
フ
レ
ー
朝
日
町
！

朝日町の素敵な未来を作りたい

【ブックテーマコーナー】
ひと工夫して

暑～い夏を乗り切ろう！

「
大
谷
盆
踊
り
復
活
祭
」
の
チ
ラ
シ

普段は教育文化課で活動しています

義務教育学校

基
本
構
想
・
基
本
計
画
ま
と
ま
る

整
備
用
地
は
緑
が
丘
公
園
北
側
に
決
定

項　目 計画概要
計画地および面積 朝日町大字四ノ沢字大道下 1015 番地ほか

総面積：46,369㎡

児童・生徒数（開校時） 258 人

学級数（開校時） 14 学級（普通学級９、特別支援学級５）

開校時期 令和 10 年４月

総事業費（概算） 60 億円（税込み）を上限とする。
総事業費には用地費、造成費、インフラ整
備費、建築工事費、設計費、備品購入費、引っ
越し費用等を見込む。解体費については統
合対象校１校分を含む。

整備予定施設※ 【 屋内施設：想定延床面積 約 9,200㎡ 】
・校舎：鉄筋コンクリート２階建て
・武道場：柔道場、剣道場各 1 面ずつ
・放課後児童クラブ（校舎併設）
・屋内運動場（大）（小）

【 屋外施設：総面積 約 13,355㎡ 】
・グラウンド：300 ｍトラック、直線 100 ｍ
・テニスコート：２面分
・一般車駐車場：150 台
・スクールバス車庫
・その他（遊び場、駐輪場等）

その他※ ・図書館、体育館の地域開放
・�プールは既存の町民プールを、野球場は

緑が丘公園を利用することとし新規整備
しない。また、夜間照明も設置しない。

　整備用地を含む「基本構想・基本計画」
がまとまったことを受け、校名を募集します。
　締切は９月 16 日（月・祝）とし、義務教
育学校創設準備委員会で検討したあと、総
合教育会議で決定。発表は 11月1日の町
制施行 70 周年記念式典にて行う予定です。
　詳しくは８月９日付で全戸に配布したチ
ラシをご覧ください。

校
名
募
集

　
令
和
10
年
４
月
の
開
校
に
向
け
準
備
を
進

め
て
い
る
義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て
、
町
は

こ
の
ほ
ど
「
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」
を
策

定
、
公
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
上

で
の
基
本
的
な
指
針
と
な
る
も
の
で
、
整
備

用
地
や
建
物
の
規
模
、
想
定
さ
れ
る
児
童
生

徒
数
、
学
校
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
、
概
算
事
業

費
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
ま
と
め

て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
整
備
用
地
に
つ
い
て
は
、
緑
が

丘
公
園
北
側
の
土
地
を
選
定
。
町
は
当
初
、

早
期
に
事
業
着
手
で
き
る
町
有
地
の
現
朝
日

中
学
校
周
辺
を
予
定
地
と
し
、
昨
年
10
月
か

ら
測
量
調
査
等
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
敷
地

東
側
の
急
傾
斜
地
に
よ
る
建

築
制
限
や
国
の
補
助
金
面
が

問
題
と
な
り
、
今
年
２
月
の

総
合
教
育
会
議
で
再
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
た
な
整
備
用
地
の
面
積
は
約
４・
６
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
、
現
在
の
朝
日
中
の
敷
地
面
積

（
約
４・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
よ
り
も
や
や
大
き

い
規
模
。
用
地
に
変
更
が
あ
っ
た
も
の
の
、

開
校
時
期
に
つ
い
て
は
変
更
し
な
い
こ
と
と

し
、
令
和
10
年
４
月
開
校
を
目
指
し
て
、
引

き
続
き
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
８
月
９
日
付
の
「
開

校
準
備
通
信
第
３
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。開校準備通信第３号

※�現時点の検討内容で、未決定事項です。設計時にあらためて検討します。




